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研究成果の概要（和文）：本研究は『源氏物語』全注釈の基盤形成を目的として実施したもので

ある。まずは、全註釈の基幹となる「本文」について、全国に約３００セットある伝本の検討

から、本文系譜をわたくしなりに再建した。その上で『源氏物語』「本文史」を策定した。くわ

えて、過去にわたくしが作成した注釈データの校閲を実施し、現時点で最善の注釈データを整

備したのである。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aimed to serve the basse formation of whole annotations of  

the"Tale of Genji". First I rebuilded the genealogy of the texts which about 300 sets exist in 

Japan, then settled the transition of the text. Moreover, checking the notes data which I had 

made before, Iestablished the best notes data at the present time. 
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１． 研究開始当初の背景 
 
『源氏物語』研究史は日本文学において最も
豊饒な研究成果を有する。しかし、全注釈は
近代以降の研究史でも十指に満たず、最新の
成果が反映していない憾みがあった。いっぽ
う、研究代表者(上原作和、以下同じ）は、『源
氏物語』の註釈史に関する研究がその立脚点
であった。そこでこれらを集大成するべく、

まずは、その基盤整備の必要性が生じてきた
のである。 
そもそも、研究代表者における代表的な著

作『光源氏物語學藝史』（2006 年）『光源氏
物語傳來史』（2011 年）に著述した学説は、
『源氏物語』註釈史、本文史に新見解を加え
んとする試みであった。最新の後者における
代表的な学説を三点に要約しておく。 
第一に、現在、戦国時代とも言える『源氏
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物語』の諸本研究に関して、藤原定家の証
本・青表紙本のその原本に、父藤原俊成所持
本の流れを汲む伝阿仏尼等筆本本文を想定
した。これにくわえて、最近、研究代表者は、
『源氏物語』の本文系統について、従来の青
表紙本系、河内本系、「別本」の二系統三分
類案を再編し、これらの伝本群を河内本と対
置させることで、摂関家伝領本系、青表紙本
系、改作本系と三つに細分類する試案を提示
した。 
第二に、伝阿仏尼等筆本本文、大島雅太郎

旧蔵・伝飛鳥井雅康等筆本の伝来史の全容を
解明した。合わせて、徳川・五島本源氏物語
絵巻が白河法王に献上された正本ではなく、
摂関家に残された副本であるとの仮説を提
示した。これらによって、本文批判における
「歴史的規準」を策定し、本文史研究の前提
を整備した。 
第三に、「紫式部日記」に見える『源氏物語』
の浄書本と草稿本とが、今日の本文系統にも
継承されており、前者が「青表紙本系統」、
後者が「摂関家伝領本系」とに大別し得ると
言う仮説の提示を行った。 
 
 これらの学説が理論編であるとすれば、
『源氏物語全註釈』は、さらにこれを実践、
敷衍するための統合的研究であると言えよ
う。これが研究実施の背景にあった。 
 
２．研究の目的 
 
『源氏物語』全注釈のための基盤形成を行

い、本文史の策定、注釈史の検討、ならびに
現代語訳のもととなる電子データを作成す
ることを目的とした。 
『源氏物語』に関する研究者単独による全

註釈は、書籍版では玉上琢弥の『源氏物語評
釈』（角川書店、1964 年）、Web 版では渋谷
栄一『源氏物語』（2002 年）を数えるばかり
で、稀少な研究成果となる。   
研究代表者は『人物で読む源氏物語』

（2005-6 年）によって、『源氏物語』全体の
三分の二の註釈を終えている。 
本研究によって、五四帖全体の本文校訂を

完成させ、併せて、全註釈、現代語訳を施す
ための基盤構築を課題とし、これを実現する
ための環境整備を行うことが本研究の目的
であった。 
  
３．研究の方法 
 
『源氏物語』の主要伝本の影印を収集しつ

つ、その本文史を策定する。また同時並行と
して注釈作成のための基礎データを作成す
る。 
具体的な作業工程は以下の通りである。 
  

①底本の選定 現在の『源氏物語』の諸本研
究は、従来の青表紙本系、河内本系、「別本」
の二系統三分類案を申請者が再編し、河内本
と対置させることで、摂関家伝領本系、青表
紙本系、改作本系の三つに細分類する試案を
提示したところである。したがって、底本も
摂関家伝領本系、青表紙本系の二本を並立さ
せるのが妥当であると思量される。 
 つまり、『源氏物語』諸本の展開は、寛弘
五年（1008）十一月の御草子作りに遡源され、
浄書本と草稿本二種類の本文が伝播して現
在の二系統三分類の本文系統が生成された
ものと申請者は考えている。このことは、了
悟『光源氏物語本事』（1264～1274）が、摂
関家伝領本を評価の前提としながら、京極中
納言の本（青表紙本）を「こと葉もよのつね
よりも枝葉をぬきたる本」と批判し、河内本
を「孝行が本」と呼び慣わしながら、「関の
東の人々がら大きなる草を用ひ」、本文を弄
んだようなところのある「わろき本」と喝破
したことが想起されるのである。 
そこで、『光源氏物語傳來史』（2011 年）に

おいて提示した「歴史的規準」を以て本文批
判の規準とする。そこで『源氏物語』の著名
な対立異文を「歴史的規準」に照らしてみる
と、〈喩〉を基軸として二項対立する本文群
を成していることが判明する。これに後代の
本文の「刈り込み」と雑駁な書写による異同
が発生して第三項の本文群が発生したと言
う仮説が成り立つ。したがって、この時点で
本文再建上、必見の伝本としてはグルーピン
グされない第三項本文群が除かれるのであ
る。 
とするなら、後人の恣意的補筆とは認めら

れない異同の場合には、紫式部当人の草稿本
と浄書本という実体的なレベルの二項に還
元して考えて良いことになる。しかも、その
基本的な推敲の理路として〈喩〉概念が認め
られることは、論文化したところである（『記
憶の創生 <物語>1971-2011』2012 年）。1980
年代の物語研究の〈喩〉概念は、「直喩」「引
喩」等に細分化するのではなく、これらを包
括しつつ、「比喩的な関係で取り結ばれた事
象の、その相互の関係性をさす」ものとして
推進されてきた。この理論を本文生成の基本
概念として本文批判に援用して見ようと言
うのが本研究なのである。 
 
これは本文研究が「一本を見つめること」

に焦点化されていた時代の終焉を意味し、か
つ、〈喩〉概念を通して、物語が語ろうとし
ていたものを諸本の異同の関係性の中に再
発見することが喫緊の課題であると言う見
通しに立つものである。 
したがって、『源氏物語』五四帖の対立異

文を網羅的に検討しながら、ふたつの五四帖
本文の文校訂を行い、異同を明らかにしつつ、



 

 

併せて、全註釈、現代語訳を施すための基盤
構築が当面の課題となる。かつ、これを実現
するための環境整備を行うことが、本研究の
目的である。 
②註釈の新見解 『人物で読む『源氏物語』』
（2005～2006 年）を整備した註釈データベー
スを基に、上記のような二つの本文の異同を
勘案しながら新見解を提示したことになろ
う。 
③現代語訳 現代語訳は、現時点で「青表紙
本系統」を底本としたものに限定される。「摂
関家伝領本系」本文による現代語訳を準備し
たことは、やかでこれが完成すれば本邦初の
ものとなる。 
 
４．研究成果 
 
平成２２年度は「『源氏物語全註釈』のた

めの基盤形成」の初年度として、各種データ
のリスト作成、ならびに資料収集を行った。
平成２３年度は、「研究の目的」を達成する
べく、特に重要写本の来歴を通して、本文批
判の「歴史的規準」の策定に重点を置いた。
その成果が武蔵野書院から平成２３年に刊
行した『光源氏物語傳來史』である。本書に
よって、『源氏物語』研究において最重要視
されて来た大島雅太郎氏旧蔵本『源氏物語』
の夥しい本文補正や書き入れが、吉見正頼の
時代に行われていたことを実証したことは
特筆される成果である。今まで『源氏物語』
の本文校訂は、校訂者の長年に亘る『源氏物
語』観に立脚したいわば感性によってなされ
てきた職人技であった。したがって、校訂規
準が曖昧なまま行われていた傾向にあった。
そこにひとつの明確な規準を敷設したこと
で、吉見正頼以前の本文を重視する方向性が
固まったと言える 。 
また、「研究の目的」、「研究実施計画」に

添って『人物で読む源氏物語』全２０巻によ
って行った註釈の補訂を行い、その註釈デー
タは最新の見解に書き改められた。『源氏物
語』の本文解釈史は、広汎多岐に渡る論争が
あり、その論争の当否を見定める先行論文の
検討を漸次行いつつの補訂ではあったが、上
原自身が学説史の当事者である「夕顔」巻、
「朝顔」巻の解釈については、これに関する
批判論文が存在し、さらに第三者による検証
も行われたが、いずれも決着を見ていない。
これらはいずれ、上原自身の最終見解を以て、
註釈に新見解として加えることとなろう。 
かくして、「『源氏物語全註釈』のための基

盤形成」は、多くの成果を残した。このこと
は、当年発表の学術論文、単行本によって証
されよう。論文は『枕草子』『うつほ物語』
に関する論文もあるが、これも『源氏物語』
の文学世界と密接な関連を有し、当然、本研
究の成果の範疇に加えられるべきものであ

る。                                            
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